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Hematology ALP 221 IU/l Coagulation test
WBC 3800 /μl AST 20 IU/l PT 11.8 S
RBC 410×10４ /μl ALT 16 IU/l
Hb 11.5 g/dl LDH 170 IU/l Tumor markers
Ht 35.2 % γ-GTP 22 IU/l CEA 1 ng/ml
































































































































著者 発行年 年齢 性別 同時性/異時性　
腎癌の術後から
転移までの期間 術式 腫瘍の形態 腫瘍径
寺島　雅典 1990 61 男 同時 拡大胆嚢摘出術 結節状 20mm
藤井　靖久 1995 69 男 同時 拡大胆嚢摘出術 有茎性 30mm
垣本　健一 1996 53 男 異時 ４年 腹腔鏡下胆嚢摘出術 小ポリープの集簇 15mm
内山　哲之 1997 64 男 異時 ３年 開腹胆嚢摘出術 有茎性 19mm
植木　敏晴 2001 69 女 同時 胆嚢摘出術，リンパ節郭清 有茎性 16mm
我喜屋　宗久 2002 68 男 同時 胆嚢摘出術（詳細不明） 有茎性 不明
Aoki Tatsuya 2002 63 男 異時 27年 胆嚢摘出術（詳細不明） 有茎性 75mm
宮城　徹 2003 53 男 異時 10年６か月 腹腔鏡下胆嚢摘出術 有茎性 20mm
Aoki Tatsuya 2003 80 男 異時 ７年 胆嚢摘出術（詳細不明） 有茎性 45mm
徳山　泰治 2004 67 男 同時 開腹胆嚢摘出術 有茎性 45mm
白倉　永理 2004 64 男 異時 １年 腹腔鏡下胆嚢摘出術 亜有茎性 12mm
竹林　正孝 2005 76 男 異時 ８年 開腹胆嚢摘出術 有茎性 25mm
竹林　正孝 2006 60 女 異時 ８年 胆嚢摘出術、肝部分切除 結節状 60mm
Nojima Hiroyuki 2008 61 男 同時 胆嚢摘出術（詳細不明） 有茎性 15mm
京極　典憲 2010 63 男 同時 拡大胆嚢摘出術 有茎性 40mm
市川　新太郎 2011 74 女 異時 ５年 胆嚢摘出術（詳細不明） 有茎性 17mm
藤崎　宗春 2011 67 女 異時 13年 開腹胆嚢摘出術 結節状 20mm
高良　慶子 2011 74 男 異時 ９年 腹腔鏡下胆嚢摘出術 有茎性 11mm
早野　康一 2011 64 男 異時 ４年 開腹胆嚢摘出術 有茎性 30mm
黒上　貴史 2012 74 女 異時 10年６か月 開腹胆嚢摘出術 亜有茎性 17mm
岡村　祐輔 2013 59 男 異時 ２年 拡大胆嚢摘出術 結節状 60mm
谷口　健太郎 2013 76 男 異時 ６年 胆嚢摘出術（詳細不明） 有茎性 10mm
Hisa Takeshi 2014 73 男 異時 ８年 開腹胆嚢摘出術 有茎性 15mm
厚井　志郎 2014 43 男 異時 11か月 拡大胆嚢摘出術 有茎性 30mm
Ueda Issei 2015 43 男 異時 １年 拡大胆嚢摘出術 有茎性 26mm
江上　拓哉 2015 72 男 同時 腹腔鏡下胆嚢摘出術 有茎性 15mm
池田　耕介 2016 71 男 同時 拡大胆嚢摘出術 有茎性 28mm
菖野　佳浩 2016 61 男 異時 ７年 単純胆嚢摘出術 広基性 18mm
竹山　友章 2016 68 男 異時 ６年 単純胆嚢摘出術 広基性 20mm
上戸　賢 2016 63 男 異時 ６年 単純胆嚢摘出術 記載なし 不明
塚原　弥生 2016 60 男 同時 胆嚢摘出術（詳細不明） 広基性 15mm
室谷　研 2017 72 男 同時 単純胆嚢摘出術 有茎性（２か所あり） 60mm，10mm
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